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　今年、「赤い鳥」創刊100年を迎えます。皆様ご存じのと
おり、童話童謡雑誌「赤い鳥」は豊島区が発祥の地です。
鈴木三重吉が中心となり、子どものための文化運動として、
様々な活動を展開していきました。
　「「赤い鳥」の標

モ ッ ト ー

榜語」には「「赤い鳥」は世俗的な下卑た
子供の読みものを排除して、子供の純性を保全開発するため
に、現代第一流の芸術家の真摯なる努力を集め、兼て、若き
子供のための創作家の出現を迎ふる、一大区画的運動の先
駆である」等、三重吉の強い想い、意気込みが感じられます。
子どもには子どものための文化が必要という主張を広く世間
に表明したのが「赤い鳥」だったのではないでしょうか。
　子どものための文化創造活動は童話や童謡・童画だけに

留まらず、子どもの創作活動支援として、同時代に豊島区を
中心として活発に取組まれた大正自由教育運動ともつな
がっていきます。100年を経て、現在区が取組む「国際アート・
カルチャー都市としま」「教育都市としま」へと続いている
のかもしれません。
　図書館では、「赤い鳥」創刊100年に寄せて、昨年、地域研
究ゼミナールや図書館通信の連載、中央図書館の特別展示
を実施ました。そして、締めくくりは、6月30日（土）午後2時
から東京音楽大学において、同大学講師の周

しゅうとう

東美
よし き

材先生に
よる「童謡の100年－北原白秋と『赤い鳥』」の講演会を開催
します。第二部では東京音楽大学の学生さんによるコンサー
トもあります。どうぞ「赤い鳥」の世界をお楽しみください。

１
９
３
３
年
、
中
国
大
連
市
に
生
ま
れ
、
北
京
で
幼
少
期
を
過
ご
す
。

１
９
７
５
年
、慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
卒
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
入
社
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・

放
送
記
者
・
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
を
経
て
、
フ
リ
ー
と
な
り
執
筆
活
動
に
入
る
。

詩
作
品
多
数
。
そ
の
後
、
東
京
家
政
大
学
教
授
、
学
長
に
就
任
。
現
在
名
誉

教
授
、
学
園
顧
問
。
子
ど
も
の
文
化
研
究
所
所
長
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
語
り
手
た
ち
の

会
理
事
長
。
社
会
福
祉
法
人
緑
伸
会
理
事
長
。
板
橋
区
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
会
長
を
務
め
て
い
る
。

子どもの文化研究所所長

片
かた
岡
おか
　輝
ひかる

【45】

　

歴
史
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
現
代
に
生
き
る
私

た
ち
が
享
受
し
て
い
る
文
明
・
文
化
は
、
あ
ら
か
た
、

過
去
の
時
代
に
生
き
て
い
た
人
が
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と

夢
想
し
て
い
た
こ
と
が
実
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
と
す

れ
ば
、
私
が
い
ま
、
図
書
館
に
つ
い
て
夢
想
し
て
い
る
こ
と
も
、

い
つ
の
時
代
に
か
は
、
現
実
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
も

し
、
人
類
の
未
来
に
想
定
外
の
災
厄
が
降
り
か
か
ら
な
い
と
す

れ
ば
の
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
。

　

１
９
２
０
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
生
ま
れ
の
女
流
作
家
Ｐ・

Ｄ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
１
９
９
２
年
に
発
表
し
た
近
未
来
小
説

『
人
類
の
子
供
た
ち
』（
青
木
久
恵
訳
・
早
川
書
房
）は
、２
０
１
６

年
以
降
、
人
類
が
生
殖
能
力
を
失
っ
て
、
子
ど
も
が
一
人
も

生
ま
れ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
想
定
外
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た

後
の
世
界
を
描
い
た
作
品
だ
。
人
類
は
一
人
ひ
と
り
と
減
っ
て

行
き
、
い
ず
れ
は
地
球
上
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
と
い
う

運
命
を
前
に
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
事
態
が
起
き
る
の
か
。

日
記
形
式
で
書
か
れ
た
冒
頭
の
２
０
２
１
年
１
月
１
日
に
記
述

の
中
に
こ
う
あ
る
。

　
〈
子
供
が
生
ま
れ
な
い
こ
と
が
決
定
的
に
な
っ
た
今
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
遊
び
場
は
芝
で
お
お
わ
れ
る
か
、
花
が
植
え
ら
れ

て
、
小
さ
な
共
同
墓
地
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
玩
具
は
、
精

神
の
平
衡
を
失
っ
た
女
性
た
ち
が
子
供
が
わ
り
に
し
て
い
る
人

形
以
外
は
、
す
べ
て
焼
き
捨
て
ら
れ
た
。
学
校
も
閉
鎖
さ
れ
て

久
し
く
、
…
図
書
館
の
児
童
図
書
は
、
図
書
分
類
か
ら
削
除
さ

れ
た
。
今
、
子
供
の
声
を
聞
く
に
は
、
テ
ー
プ
か
レ
コ
ー
ド
を

回
す
し
か
な
く
、
年
少
者
の
明
る
く
活
発
な
姿
が
見
ら
れ
る
の

は
、
映
画
か
テ
レ
ビ
の
画
面
だ
け
だ
〉

　

世
界
は
、
希
望
を
失
い
、
自
殺
や
あ
ら
ゆ
る
蛮
行
が
人
々
の

人
間
性
を
奪
っ
て
ゆ
く
。
人
類
の
未
来
が
ど
う
な
っ
て
行
く
か

は
、
図
書
館
所
蔵
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
本
で
確
か
め
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
古
来
、
人
類
の
営
み
の
記
録
を
集
積
す
る
ア
ー
カ
ィ

ブ
と
し
て
の
図
書
館
が
建
て
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
の
記
録
を
破

壊
す
る
焚
書
や
図
書
館
の
破
壊
も
ま
た
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　

ジ
ェ
ー
ム
ス
の
記
述
が
現
実
に
な
っ
て
欲
し
く
な
い
と
願
う

と
と
も
に
、
図
書
館
の
存
在
と
機
能
が
私
た
ち
に
と
っ
て
い
か

に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
改
め
て
認
識
を
深
め
た

い
。
人
間
性
を
保
つ
に
は
、
飲
料
水
や
食
物
だ
け
で
な
く
、
先

人
た
ち
が
遺
し
た
文
化
・
文
明
を
伝
え
る
記
録
の
集
積
が
必
須

で
あ
る
。す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
化
が
進
む
今
、

図
書
館
に
集
積
さ
れ
た
膨
大
な
情
報
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
ア
ク

セ
ス
フ
リ
ー
で
利
用
で
き
る
環
境
の
実
現
が
、
私
の
「
あ
っ
た

ら
い
い
な
」
の
図
書
館
構
想
で
あ
る
。

私
の
、図
書
館

 

「
あった
らいい
な
」構
想

「赤い鳥」創刊１００年に寄せて

　

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
の
青
山
一
丁
目
駅
で
、
盲
導
犬
と
歩
い
て
い

た
目
の
不
自
由
な
男
性
が
、
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
電
車
に
は
ね
ら
れ

死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
起
き
た
の
は
、二
〇
一
六
年
八
月
で
し
た
。

衝
撃
は
た
だ
ち
に
広
が
り
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
団
体
の
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
た
こ
と
の
あ
る
視
覚
障
害

者
が
三
七
％
も
い
る
と
い
う
結
果
が
出
た
時
は
、
声
を
失
い
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
は
進
ん
で
い

ま
す
が
、「
欄
干
の
な
い
橋
」
と
い
わ
れ
る
ホ
ー
ム
の
危
険
性
を
改

め
て
印
象
づ
け
る
事
件
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
以
前
か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
三
宮
麻

由
子
さ
ん
（
彼
女
は
四
歳
で
病
気
の
た
め
に
光
を
失
い
ま
す
）
に
講

師
に
な
っ
て
も
ら
い
、
二
〇
一
七
年
一
月
に
、「
五
感
を
使
っ
て
感

じ
よ
う
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
り
ま
し
た
。

　

目
か
ら
の
情
報
が
な
い
「
シ
ー
ン
レ
ス
（
風
景
が
な
い
状
態
を
指

す
三
宮
さ
ん
の
造
語
）」
の
現
実
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
困
難
を

と
も
な
う
の
か
―
―
私
た
ち
が
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
み
よ
う
と
い

う
試
み
で
す
。
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
コ
ン
ビ
ニ
や
パ
ン
屋
さ
ん
で
の

買
い
物
を
疑
似
体
験
し
て
み
ま
し
た
。
ほ
し
い
商
品
を
正
し
く
選
別

す
る
こ
と
、
お
金
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
が
い
か
に
大
変
か
、
想
像

以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
以
来
、
ホ
ー
ム
で
も
交
差
点
で
も
、

視
覚
障
害
者
の
姿
を
見
る
と
、
そ
の
人
が
困
っ
て
い
な
い
か
、
思
い

が
及
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
っ
て
、
浅
生
鴨
『
伴
走
者
』（
講
談
社
）
と
い

う
小
説
を
読
み
ま
し
た
。
目
の
見
え
な
い
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選
手
と
一
緒
に
走
る
（
前
を
滑
る
）
伴
走
者
を
描
い

た
作
品
で
す
。ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
の「
目
」と
な
り
、ペ
ー

ス
や
タ
イ
ム
を
管
理
し
、
メ
ン
タ
ル
を
支
え
て
勝
利
に
導
く
と
い
う

至
難
の
役
割
を
演
じ
る
、
選
手
で
は
な
い
も
う
一
人
の
〝
競
技
者
〞

で
す
。
健
常
者
―
障
害
者
の
関
係
に
新
た
な
気
づ
き
を
促
す
、
感
動

的
な
作
品
で
し
た
。

〝
伴
走
者
〞
と
い
う
存
在

ほ
ぼ
日
の
学
校
長
／
編
集
者
　

河
野
　
通
和

こらこら

bo]

第
4
回
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大山　朱実
としま南長崎トキワ荘協働プロジェク
ト協議会（紫雲荘活用プロジェクト）
豊島区国際アート・カルチャー特命大
使、紫雲荘オーナー

生涯の一冊
（47）

■『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』

松
谷
み
よ
子
／
文　

瀬
川
康
男
／
画　

童
心
社　

１
９
８
１
年

　

私
の
生
涯
の
一
冊
は
、
松
谷
み
よ
子
さ
ん
の
絵
本
。

１
９
６
７
年
、
日
本
初
の
本
格
的
な
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
と

し
て
誕
生
し
た
『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』。

　

こ
の
本
は
、
日
本
中
の
赤
ち
ゃ
ん
を
笑
顔
に
し
て
く

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』
に
登
場
す
る
動
物
た
ち
は
、

顔
が
出
て
い
る
と
き
に
赤
ち
ゃ
ん
と
目
が
合
う
よ
う
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
隠
れ
て
い
た
も
の
が
現
れ
る
と
い
う

遊
び
、そ
れ
が
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
次
の
頁
に
「
ば
あ
！
」

と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
絵
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
安
と
期
待
の
ド
キ
ド
キ
感
、
ワ
ク
ワ
ク
感
、
そ
れ
が

笑
顔
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ネ
コ
、
ク
マ
、
ネ
ズ
ミ
、
キ
ツ
ネ
、
赤
ち
ゃ
ん
に
わ
か

り
や
す
い
動
物
が
登
場
し
ま
す
。
読
み
終
わ
っ
て
も
、

ま
た
も
う
一
度
見
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
、
親
と
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
絵
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

長
女
の
出
産
祝
い
で
い
た
だ
い
た
絵
本
。
双
子
の
長

男
、
次
男
と
た
く
さ
ん
笑
顔
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
冊
の
本
を
双
子
の
ひ
と
り
が
先
に
見
て
い
る
と
、
も
う

ひ
と
り
が
向
か
い
側
か
ら
見
て
、
そ
れ
で
も
伝
わ
る
と

こ
ろ
が
い
い
の
で
す
。
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
、
子
育
て
の

不
安
な
気
持
ち
、
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
笑
顔
を
忘
れ
た
と

き
な
ど
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。

　

こ
の
絵
本
に
感
銘
を
受
け
た
私
で
す
が
、
昭
和
34
年

に
建
て
ら
れ
、
当
時
ト
キ
ワ
荘
だ
け
で
は
手
狭
に
な
っ

た
赤
塚
不
二
夫
先
生
が
も
う
一
つ
の
住
居
兼
仕
事
場
と

し
て
借
り
た
現
存
す
る
ア
パ
ー
ト
「
紫
雲
荘
」
の
大
家

と
し
て
「
紫
雲
荘
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
支
え
る
一
人

で
も
あ
り
ま
す
。

　

8
年
目
に
な
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
紫
雲

荘
2
階
の
赤
塚
先
生
の
部
屋
は
地
域
で
活
用
し
、

他
の
3
部
屋
で
は
本
気
で
プ
ロ
の
マ
ン
ガ
家
を
め
ざ
す

若
者
を
街
ぐ
る
み
で
応
援
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
彼
ら
が
互
い
に
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
努
力
す
る

姿
、
そ
し
て
成
果
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
る
力
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
本
の
よ
う
に
、
子
ど
も
に
語
り
か
け
る
本
、

笑
顔
が
出
る
本
、
心
暖
ま
る
本
を
い
つ
か
彼
ら
に
描
い

て
も
ら
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

※ 

紫
雲
荘
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
マ
ン
ガ
制
作
に
集
中
で
き

る
場
を
提
供
す
る
、
地
域
団
体
「
と
し
ま
南
長
崎
ト
キ
ワ
荘
協

働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
と
豊
島
区
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

平
成
23
年
か
ら
募
集
を
開
始
し
、
現
在
3
期
生
3
名
が

入
居
中
。

笑
顔
に
さ
せ
て
も
ら
え
る
絵
本 この本カフェ

❦ Café  KONOHON ❦

〜

春 を 迎 え る 図 書 館

❦ 今回のテーマ ❦

素敵な表紙の本
書名  『文字の美・文字の力』
杉浦康平／編　誠文堂新光社　2008年
　この本は赤い。漢字の霊力に対抗出来るのはこの赤色しか無いかのように、題名
も編者も赤い文字、フォントも変えてある。文字のエネルギーと色の発する熱量が
混ざり合って、感性に飛び込んでくる。それはまるで、宇宙のバランスをとるかのよ
うだ。本書は文字を、かぶったり、身につけたり・・五章に分けて展開します。杉浦康
平が、40年におよぶアジア文字研究の資料の中から、生活の中にとけ込んでいる
文字、とりわけ、「壽」「福」「喜」など、おめでたい文字図柄をカラー写真を添えなが
ら検証していきます。言霊に思いを巡らしながらお楽しみ下さい。読んで、見て、感
じる本を、熨斗を付けて貴方に。 【酒井 一夫（さかい かずお）】

書名  『ヨーロッパ中世ものづくし カラー版 メガネから羅針盤まで』
キアーラ・フルゴーニ／著　高橋友子／訳　岩波書店　2010年
　ドイツを旅した時のこと、ローテンブルクにある教会で「あの時代から眼鏡
があったんですね」と、ひとりの中年男性から声を掛けられました。私が眼鏡
をかけていたからかもしれません。祭壇に飾られた絵の中の人物の一人が、確
かに眼鏡をかけていたのです。この本の表紙の左側には、眼鏡のレンズの様な
丸い小さな絵が描かれています。あなたもこの本を開いてみたいと思いません
か？ 【小島 由紀子 （こじま ゆきこ）】

書名  『日本ののりもの大図鑑1208』
学研教育出版／編著　学研教育出版　2014年
　私には、のりものが大好きな孫がいる。クリスマスプレゼントとして、のりも
の大図鑑を贈った。鉄道、車、飛行機、船そして宇宙船まで充実した内容である。
また、ＤＶＤ付きなので映像も楽しめる。当時1才9ヶ月、まだ早すぎるかなと
思いながら渡した。
　ところが、表紙を見た途端「わぁ～すごい！」と表情が輝いた。それから毎日
のように本を開いている。4才になった今では、のりものの名前がすらすら言
える。さらに、その名前をひらがなで一生懸命書いている。とても楽しげである。
そして二代目ファンは、弟である。 【濱本 美代子 （はまもと みよこ）】

図 書 館 と 私　34

寄稿者はとしまコミュニティ大学の学習者の内、登録して学んでいる「マナビト生」です。マナビトゼミ担当の人類学者佐藤
壮広氏の指導のもと、毎回テーマに合わせて文学、児童書、評論や科学などの分野からお薦め本を1冊紹介しています。

13
杯
目

　かつて、レコードのジャケットが気に入って作品を買うことを「ジャケ買い」

と言った。レコードは消えてしまったが、本にはまだ「ジャケ買い」ならぬ

「表紙買い」や「装丁買い」がある。表紙は本の顔。それもじっくり味わって

選びたい。

上池袋図書館長　明田　英和

　図書館にとっては、春は初めて利用する方が
増える季節です。多くの人が新しい生活ととも
にいらっしゃいますが、慣れていない利用者は
新たな発見を持ってきてくれることも多いで
す。利用者と話すことで考えさせられる機会が
多いのも、春の特徴です。
　去年の春のことでしたが、小学生になったば
かりの男の子が、初めて図書館に来てくれまし
た。図書館の説明をしていたスタッフと一緒に、
私は乗り物の本を胸に抱えたその子に「本のど
んなところが好き？」と聞きました。その子は、
嬉しそうに「形（かたち）」と答えました。私
はこの答えにすごく驚きました。本は「形」の
あるものだという意識があることに感心すると
同時に、形がないものがあると感じているその
意識に戸惑ってしまったのです。今の子どもに
とって、知りたいときに周りにある情報は本に
限りません。インターネットでは動画や写真が
手に入るし、自分で操作もできるでしょう。情
報自体に「形」がなくなっていることを、その

子を通して実感しました。
　図書館は、本があることに満足するのではな
く、利用者を満たす取り組みをしていくことが
今後さらに重要になっていきます。上池袋図書
館では区内ではやっていなかった「ぬいぐるみ
おはなし会」や、どなたでも楽しめるように字
幕や音声ガイドがついた「バリアフリー映画会」
の実施などを通して、新たな楽しみを提供する
ことに取り組んできました。今後は教育の一助
となるために中学生などを対象とした模擬選挙
イベントの実施も考えています。近隣に先がけ
て始めた豊島電子図書館サービスも、資料の種
類を増やしてきたことで、本とは異なる図書館
サービスとして利用者の役に立てるものになっ
てきました。
　地域の歴史・文化を守り育てる働きや、勉強
や余暇・趣味をとおして生活を充実させるため
の場所として、春の活気を取り込みながら図書
館もさらに変わっていきます。
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と
し
ま
南
長
崎
ト
キ
ワ
荘

協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会　

小
出　

幹
雄

「
ト
キ
ワ
荘
」
へ
の
素
地

　

前
号
ま
で
の
3
回
連
載
「
豊
島
区
と
童
話
」
で
も
説

か
れ
て
い
た
「
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
児
童

文
化
運
動
と
自
由
教
育
運
動
が
、
豊
島
区
を
そ
の
発
祥

の
地
と
し
て
ど
ち
ら
も
全
国
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
こ

と
」
は
、
長
崎
ア
ト
リ
エ
村
の
形
成
以
前
か
ら
童
画
家

や
挿
絵
画
家
、
絵
物
語
作
家
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
マ
ン

ガ
家
が
豊
島
区
に
多
く
住
ん
だ
こ
と
と
け
し
て
無
縁
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

マ
ン
ガ
家
の
梁
山
泊
と
言
わ
れ
た
「
ト
キ
ワ
荘
」
は
、

豊
島
区
椎
名
町
5
丁
目
（
現
南
長
崎
3
丁
目
）
に
あ
り

ま
し
た
。
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
に
町
名
が
変
更
さ

れ
、今
は
駅
名
な
ど
に
名
残
が
あ
る
だ
け
の
「
椎
名
町
」

で
す
が
、
元
々
は
、
山
手
通
り
と
の
交
差
点
付
近
の
目

白
通
り
沿
い
に
商
家
が
多
か
っ
た
の
で
、
江
戸
時
代
か

ら
そ
の
近
辺
だ
け
を
「
椎
名
町
」
と
呼
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。
豊
島
区
地
域
は
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に

起
き
た
関
東
大
震
災
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
急
激
に
人

口
が
増
え
て
い
き
ま
す
が
、同
年
に
は
目
白
駅
か
ら
、こ

の
「
椎
名
町
」
を
中
継
点
に
東
長
崎
駅
に
向
か
う
乗
合
自

動
車
が
営
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
１
９
２
６
（
大
正

15
）
年
の
「
長
崎
事
情
明
細
図
」
を
見
る
と
、
今
も
都

営
バ
ス
が
走
る
こ
の
通
り
に
「
カ
フ
ェ
ー
文
化
」、「
洛

西
館
（
映
画
館
）」
な
ど
の
モ
ダ
ン
な
屋
号
が
み
え
、後

年
、
マ
ン
ガ
文
化
が
開
花
す
る
素
地
が
す
で
に
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

『
漫
画
少
年
』
と
ト
キ
ワ
荘

　

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
最
初
に
ト
キ
ワ
荘
に
入

居
し
た
の
は
、「
マ
ン
ガ
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
る
手
塚

治
虫
で
す
。
西
武
池
袋
線
沿
線
は
、
有
名
マ
ン
ガ
家
が

多
く
住
む
憧
れ
の
地
だ
っ
た
こ
と
や
、
手
塚
の
最
初
の

本
格
連
載
作
品
と
い
え
る
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」
を
掲

載
し
て
い
た
雑
誌
『
漫
画
少
年
』
の
編
集
者
の
紹
介
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
誌
は
、
マ
ン
ガ
の
投
稿
作
品
を
掲
載
し
て
お
り
、

当
時
す
で
に
人
気
マ
ン
ガ
家
だ
っ
た
手
塚
が
投
稿
作
品

の
選
者
も
兼
ね
て
い
た
た
め
、
全
国
の
少
年
・
少
女
が

こ
ぞ
っ
て
投
稿
を
続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
投
稿
コ
ー
ナ
ー
の
常
連
入
選
者
だ
っ
た
寺
田
ヒ

ロ
オ
が
、
廊
下
を
挟
ん
で
手
塚
の
向
い
の
部
屋
に
同
年

の
大
晦
日
に
入
居
し
ま
す
。
手
塚
は
翌
年
に
1
年
半
ほ

ど
で
ト
キ
ワ
荘
を
退
出
し
、
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
の
「
並

木
ハ
ウ
ス
」
に
転
居
し
ま
す
が
、
そ
の
手
塚
の
部
屋
に
、

藤
子
不
二
雄
Ａ
と
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
の
二
人
が
入
居

し
、
そ
の
後
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
ま
で
に
、
鈴
木

伸
一
、
森
安
な
お
や
、
石
ノ
森
章
太
郎
、
赤
塚
不
二
夫
、

水
野
英
子
、
よ
こ
た
と
く
お
…
と
次
々
に
地
方
出
身
の

マ
ン
ガ
家
た
ち
が
、
ト
キ
ワ
荘
に
入
居
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

現
代
マ
ン
ガ
の
礎
「
ト
キ
ワ
荘
」

　

こ
う
し
た
「
住
人
組
」
の
ほ
か
に
都
内
な
ど
に
住
む

「
通
い
組
」
の
マ
ン
ガ
家
も
多
く
出
入
り
し
、
お
お
か

た
は
『
漫
画
少
年
』
の
投
稿
仲
間
な
の
で
、
ト
キ
ワ
荘

で
初
対
面
し
て
も
旧
知
の
友
の
よ
う
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

出
版
社
の
マ
ン
ガ
雑
誌
の
編
集
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、

締
め
切
り
が
ピ
ン
チ
の
時
に
は
ト
キ
ワ
荘
に
来
れ
ば
誰

か
が
穴
埋
め
を
し
て
く
れ
る
好
都
合
な
場
所
で
し
た
。

「
悪
書
追
放
運
動
」
が
盛
ん
な
頃
で
も
あ
り
、
同
じ
屋

根
の
下
で
良
質
な
児
童
マ
ン
ガ
を
追
い
求
め
る
共
有
感

は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ト
キ
ワ
荘
の
マ
ン
ガ
家
た
ち
は
、
手
塚
に
憧

れ
つ
つ
も
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
て
い
く
な
か
で

生
ま
れ
た
新
し
い
表
現
手
法
が
、
現
在
の
マ
ン
ガ
の
礎

を
築
い
た
と
い
え
ま
す
。

「
ト
キ
ワ
荘
」
の
今

　

そ
ん
な
マ
ン
ガ
文
化
隆
盛
の
原
点
と
な
っ
た
ア
パ
ー

ト
か
ら
、
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
は
マ
ン
ガ
家
は

一
人
も
居
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
１
９
８
２
（
昭

和
57
）
年
に
ト
キ
ワ
荘
は
老
朽
化
の
た
め
に
解
体
さ
れ

ま
す
が
、
事
あ
る
た
び
に
今
も
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
浴

び
続
け
て
い
ま
す
。

　

豊
島
区
で
は
、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
に
は
郷
土

資
料
館
で
「
ト
キ
ワ
荘
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」
と
題
し
た

特
別
展
を
開
催
し
、地
元
・
南
長
崎
で
も
１
９
９
９
（
平

成
11
）
年
に
ト
キ
ワ
荘
の
記
念
館
建
設
の
陳
情
（
署
名

活
動
）
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ト
キ
ワ
荘
に
関
す
る
常
設

の
も
の
は
区
立
中
央
図
書
館
が
２
０
０
７
（
平
成
19
）

年
に
拡
充
移
設
さ
れ
た
際
に
で
き
た
「
ト
キ
ワ
荘
コ
ー

ナ
ー
」
が
初
め
て
で
す
。

　

同
時
期
に
地
元
で
は
、
ト
キ
ワ
荘
の
記
憶
が
風
化
し

て
い
く
危
機
感
か
ら
区
に
要
望
し
、
２
０
０
９
（
平
成

21
）
年
に
は
、
記
念
碑
「
ト
キ
ワ
荘
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
を

南
長
崎
花
咲
公
園
に
設
置
す
る
な
ど
、
現
在
ま
で
ト
キ

ワ
荘
に
ち
な
ん
だ
様
々
な
取
り
組
み
を
区
と
協
働
で

行
っ
て
い
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
経

緯
や
「
豊
島
区
と
マ
ン
ガ
」
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
ご

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
５
８
年
、
旧
椎
名
町
生
ま
れ
、

自
営
業
の
傍
ら
商
店
会
や
町
会
な
ど

地
域
活
動
に
約
30
年
従
事
、ト
キ
ワ
荘

記
念
碑
設
置
実
行
委
員
会（
２
０
０
８

年
）、
ト
キ
ワ
荘
通
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
協
議
会
（
２
０
１
１
年
）
の
事
務
局
長
歴
任
後
、
現
在
、
と

し
ま
南
長
崎
ト
キ
ワ
荘
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
広
報
担
当
。

2009年4月4日、完成除幕式当日の
記念碑「トキワ荘のヒーローたち」

マンガ家たちが住んでいた1960年頃
のトキワ荘玄関前

読んで観る！  映像・舞台原作の世界（全 4回）

）
第
１
回
（

本
と
の
出
会
い
、
物
語
へ
の
誘
い

 

立
教
大
学
兼
任
講
師
　
後
藤
　
隆
基

　

好
き
な
小
説
が
映
像
（
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
ア
ニ
メ
）

や
舞
台
作
品
に
な
っ
た
と
き
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
感
想
を

持
つ
で
し
ょ
う
か
。
ス
ト
ー
リ
ー
や
登
場
人
物
な
ど
、
原
作

の
世
界
が
ど
れ
だ
け
忠
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
比
べ
な

が
ら
観
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

映
像
作
品
を
観
て
か
ら
、
そ
の
原
作
を
読
む
人
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
近
年
次
々
に
小
説
が
ド
ラ

マ
化
さ
れ
て
い
る
池
井
戸
潤
さ
ん
、
中
高
生
に
人
気
の
高
い

有
川
浩
さ
ん
、
ひ
と
昔
前
な
ら
山
崎
豊
子
さ
ん
と
い
っ
た
作

家
の
名
前
が
挙
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

か
く
い
う
私
も
、
そ
ん
な
ふ
う
に
出
会
っ
た
物
語
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。
い
ち
ば
ん
古
い
（
と
思
わ
れ
る
）
記
憶
で

は
、
子
ど
も
の
頃
に
何
度
も
く
り
返
し
ビ
デ
オ
で
観
た
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
『
メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
』

（
一
九
六
四
年
）。
Ｐ
・
Ｌ
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
の
小
説
が
原
作

と
知
り
、
本
を
読
ん
で
み
た
の
は
、
小
学
校
の
何
年
生
だ
っ

た
か
。
華
や
か
で
美
し
い
ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
演

じ
る
家
庭
教
師
の
メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
が
、
原
作
で
は
ず
い

ぶ
ん
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
気
難
し
屋
で
、
幼
心
に
ち
ょ
っ
と
し

た
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
映
画
と
違
う
小
説
だ
か
ら
こ

そ
の
魅
力
、
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
く
の
は
、
少
し
大
人
に
な

っ
て
か
ら
読
み
直
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

　

映
像
や
舞
台
を
観
て
、
原
作
を
読
ん
で
、
両
方
を
行
き
来

し
な
が
ら
ど
ち
ら
も
楽
し
む
。
豊
島
区
立
中
央
図
書
館
で
平

成
二
十
九
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
文
学
講
座
「
読
ん

で
観
る
！
映
像
・
舞
台
原
作
の
世
界
」
で
す
。
第
一
回
は
、

上
橋
菜
穂
子
さ
ん
の
『
精
霊
の
守
り
人
』
シ
リ
ー
ズ
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
、
上
橋
さ
ん
の
言

葉
で
緻
密
に
織
り
あ
げ
ら
れ
た
豊
か
な
世
界
が
、
ど
の
よ
う

に
映
像
化
さ
れ
る
の
か
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十

回
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
と
り
あ
げ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
三
十
年
度
も
同
じ
テ
ー
マ
で
講
座
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
と
の
出
会
い
、
物
語
へ
の
誘
い
は
そ
こ
か
し
こ
に
転
が

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ど
ん
な
世
界
を
発
見
で
き
る
の

か
、
私
自
身
、
今
か
ら
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

〈
後
藤
隆
基
氏 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

立
教
大
学
兼
任
講
師
、
日
本
女
子
大
学
・
川
村
学
園
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。

専
門
は
近
現
代
日
本
演
劇
・
文
学
・
文
化
。
著
書
に
『
高
安
月
郊
研
究
―
―

明
治
期
京
阪
演
劇
の
革
新
者
』（
晃
洋
書
房
、
２
０
１
８
）、
共
著
に
『
交
差
す

る
歌
舞
伎
と
新
劇
』（
神
山
彰
編
、森
話
社
、２
０
１
６
）、『〈
ヤ
ミ
市
〉文
化
論
』

（
井
川
充
雄
・
石
川
巧
・
中
村
秀
之
編
、
ひ
つ
じ
書
房
、
２
０
１
７
）
ほ
か
。

開催中!「丸さんのトキワ荘物語
　　　　　そして並木ハウス」

　一昨年の12月に逝去され
た講談社『少女クラブ』元編
集長・丸山昭氏の追悼企画とし
て、豊島区トキワ荘通りお休み
処（南長崎 2-3-2）では、5
月 27日まで企画展示を開催
中！丸山氏は地域と豊島区の
トキワ荘についての取り組みに10年以上にわたり
尽力されました。編集者の視点からの展示は珍しく、
マンガの発展に大きく貢献した丸山氏の功績をぜひ
ご覧ください。
詳しくは▶http://www.toshima-mirai.jp/tokiwaso/

豊
島
区
と
マ
ン
ガ

（
全
四
回
）

現
在
の
マ
ン
ガ
文
化
隆
盛
の
原
点

「
ト
キ
ワ
荘
」

第
一
回

4ページ
に

講座の詳
細が

あります
！
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毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上池袋図書館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

編集後記

4　

月

開
館
時
間

6　

月

中央図書館
平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

日 月 火 水 木 金 土

◯は土日祝の開館時間　
■は休館日

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

5　

月

駒込・上池袋・千早図書館
● 駒込・上池袋 ●

平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

● 千早 ●
平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

巣鴨・池袋・目白図書館
● 巣鴨 ●

平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

● 池袋・目白 ●
平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー
平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

※駒込図書館は、平日は、午前８時から資料の返却と、予約資料の受取りができます。

『図書館通信』は豊島区公式ホームページに掲載しています。　https://www.city.toshima.lg.jp/146/1607050954.html

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

故伊藤榮洪先生による『ぶらり長崎　歴史・文学散歩』（豊島区発行・価格 500 円）を刊行しました。4月から区立各図書館
などで販売します！（狩）
講座及び講演会のお申込み、お待ちしています！いずれも先着順です。ありがたいことに毎年、満席御礼になりますのでお
早目にお申込みください（髙）

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん ４月 ５月 ６月

中央図書館
児童コーナー
（※印は会議室）

日曜日
14:00

（6/3はお休み）

最終日曜日
10:30
11:30

☆22日・おはなし会　14:00～15:00
★6日・おはなしこうさく会　14:00～14:30
★27日・おはなし会（池袋親子読書会）
　14:00～14:30

★3日・おはなしこうさく会　14:00～14:30

駒込図書館
こまちゃんのへや
（※印は地域文化
創造館）

土曜日
15:00

第1水曜日
11:00※

★1日・青空おはなし会＠駒込公園
　14:30～15:30
●22日・大人の工作会押し花コラージュ※
　14:00～15:30

★12日・おはなしのはこ生物多様性スペシャル
　14:30～15:30
★24～26日・ぬいぐるみおとまり会（幼児対象）

●10日・庭師と歩く！染井霊園
　＠駒込・染井霊園周辺　14:00～15:00
★17日・かがくこうさく会マジックショー
　14:00～15:00

巣鴨図書館
地下会議室

水曜日
15:30

（5/16はお休み）

第3火曜日
11:00

（5月は22日）
☆18日・おはなし会　15:30～16:00 ★30日・ほんのじかんこうさく会　15:30～16:00 ●17日・巣鴨キネマ　14:00～16:00

★20日・ほんのじかんスライド　15:30～16:00

上池袋図書館
おはなしの部屋
（※印は地下ホール）

水曜日
15:00

（4/18はお休み）

最終水曜日
11:00※

★1日・さくら祭り参加事業＠さくら公園
　11:00～14:00
☆21日・おはなし会※　11:30～12:00
★28日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

★6日・生物多様性イベントたねをとばそう!※
　10:30～12:00
★26日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

●10日・Ｕ-15 模擬選挙※　10:30～12:00
★16日・ぬいぐるみおとまり会※　15:00～15:30
★23日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

池袋図書館
ワークルーム
（※印は区民集会室）

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00

★14日・たんぽぽこうさく会　14:30～15:30
●22日・図書館の上手な使い方　14:30～
☆28日・読書感想画ワークショップ
　14:30～15:30

●9日・よみきかせ講座※　10:30～12:00
「挑戦してみよう!はじめてのよみきかせ」
★12日・たんぽぽこうさく会　14:30～15:30
★19日・グローバルおはなし会　14:30～15:30
★26日・生物多様性スペシャルおはなし会※
　14:30～15:30

★9日・たんぽぽこうさく会　14:30～15:30
●10日・江戸川乱歩ギャラリートーク※
　「乱歩と池袋」　14:30～
★30日・よんでみよう!やってみよう!
　かがくのほん!※　14:30～15:30

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
15:00

第1水曜日
14:00 ☆21日・赤い鳥おはなし会　14:00～15:30 ★12日・目白の森と生物多様性　14:00～15:30

●26日・大人の調べる学習　15:00～16:30 ★9日・かがくこうさく会　14:00～15:30

千早図書館
視聴覚室

第3水曜日除く
15:30

（6/13はお休み）

水曜日
10:30

（6/13はお休み）
☆15日・おはなし会　15:30～16:00 ★20日・ほんとこ工作会　15:30～16:00 ★17日・ほんとこお楽しみ会　15:30～16:00

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

☆「子ども読書の日」スペシャルおはなし会のご案内☆

　4月23日は「子ども読書の日」です。各図書館ではこの日を記念して、子どもたちが図書館に親しみ、本を読む楽しさにふ
れられるように、スペシャルおはなし会を開催します！詳細は、各図書館へお問い合わせください。
　「子ども読書の日」は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、「国民の間に広く子どもの読書活動についての
関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため（同法第10条）」 に4月23日が子ども読
書の日に定められました。

特別講演会
「童謡の100年―北原白秋と『赤い鳥』」
第1部  東京音楽大学講師周

しゅうとう

東美
よし

材
き

氏
による講演

第2部  東京音楽大学の学生によるミニ
コンサート『赤い鳥』縁の曲など
を演奏してもらいます♪

日時　6月30日(土) 午後2時～4時
会場　東京音楽大学 A200教室
定員　150名（5月11日午前10時より申込受付）
その他　参加無料、手話通訳あり

第7回　泡
あわ

坂
さか

妻
つま

夫
お

展　開催中
　豊島区に長くお住まいだった、直木賞
作家泡坂妻夫（1933年5月9日～2009
年2月3日）の特集展示を行っています。
　泡坂さんは、東京・神田で「松葉屋」
の屋号を持つ紋章上絵師の家に生まれ、
会社勤めを経て家業を継ぎました。また、
奇術愛好家兼奇術師としても有名で
した。
会場　中央図書館5階特別展示コーナー
期間　3月24日(土) ～5月24日(木)

文学講座 （前期・全4回）
～読んで観る！映像舞台・原作の世界～

講師　後藤隆基氏
　　　（立教大学等兼任講師）
日時　 5月12日(土)、6月9日(土)、

7月14日(土)、9月8日(土)
午後2時～4時

会場　中央図書館5階会議室
定員　30名（4月11日午前10時より申込受付）
その他　参加無料、課題本は各自用意してください。
 ▶第1回課題本　『小説 君の名は。』

古典文学講座
「源氏物語と仏教」 (全8回)
講師　大場朗氏
　　　（大正大学文学部教授）
日時　原則第3木曜日 
　　　午前10時～正午
　　　（初回5月17日）
会場　中央図書館5階会議室
定員　40名（4月11日 午前１０時より申込受付）
その他　資料代として年間500円いただきます。

○特別整理休館のお知らせ○
下記の日程で休館します。ご不便をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願い致します。

◉ 特別講演会、文学講座、古典文学講座について ◉
【申込】　電話・FAX・メール・直接来館
【問い合わせ】　中央図書館企画調整グループ
　　　電話：3983-7861　FAX：3983-9904
　　　メール：A0027900＠city.toshima.lg.jp

駒込図書館 ････････ 5月7日（月）～5月8日（火）
巣鴨図書館 ････････ 5月14日（月）～5月17日（木）
上池袋図書館 ･･････ 5月21日（月）～5月22日（火）
目白図書館 ････････ 5月28日（月）～5月29日（火）
中央図書館 ････････ 6月1日（金）～6月7日（木）
雑司が谷図書貸出コーナー ･ 6月1日（金）～6月7日（木）
千早図書館 ････････ 6月11日（月）～6月14日（木）
池袋図書館 ････････ 6月18日（月）～6月19日（火）


